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             複素Wiener空問上の正則汎関数＊

                        （客員）九州大学教養部杉田 洋

 無限個の複素変数を持つ正員阯関数についてはすでに過去に多くの研究がなされている（た’とえば，

Bargmam（1961））．本研究はそれらのランダム化とも言えるもので，Shigekawa（1991）の枠組みを用

いたものである．

 複素Wiener空間上の有界複素線形汎関数の複素多項式を正則多項式汎関数と言う．さらに正則多項

式汎関数のWiener測度に関する工月極限として得られる複素Wiener汎関数を力乗可積分な正則

Wiener汎関数と言い，これが我々の研究対象である．正則Wiener汎関数は一般にはFrechet微分がで

きたいばかりか，Ma11iavinの意味ですら微分てきたい．それにもかかわらず，Wiener測度の「回転不

変性」をうまく使うと正則Wiener汎関数g様々な良い性質を見いだすことができる．
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ま都合により当日は報告されなかったが，要旨のみ掲載する．


